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■お問い合わせ先
第７５号をお届けします。投稿して頂いた皆様、ありがとうございました。
今回は文化祭と体育祭の二大行事を特集しました。活発に取り組む生徒の様子が伝われ
ば幸いです。引退した３年生の「運動部座談会」は、生徒の本音？を訊くことができ、
大いに盛り上がりました。
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年間行事レポート

バディ！
専修大学附属高等学校 季刊だより

クラブ活動特集

最新情報＆運動部座談会
生徒会活動報告

被災地研修in福島・宮城　
国際交流

語学研修レポート
Teacher’s VOICE

新任教員紹介

この夏、生徒会執行部は福島県・宮城県の
復興状況視察研修のため、現地に赴きました。
その時の模様をレポートします。

Finished! Now! Coming soon!
● 夏期オーストラリア語学研修 ● 韓国語学研修
2016.7.26～8.8

● カナダ中期語学研修
2016.8.7~11.27

2017.1.31～2.22
● ニュージーランド語学研修
2017.2.4～3.5

● 夏期韓国研修旅行

● アメリカ短期交換留学

2016.8.19～8.23

● ニュージーランド
　 中期語学研修
2016.8.6~10.23

2017.3.20～3.31

はじめの３日間はホストファミリーの会
話が聞き取れず、早く帰りたいと思って
いましたが、辞書を使って会話ができた
り一緒に何かを共感できる時間が増え
たりしていくにつれ、ホームステイを楽
しめるようになりました。頭で考えた英
語を相手に伝える難しさやホストファミ
リーの優しさを実感し、様々なものを得
られた２週間だったと思います。

N さん

私たち生徒会執行部は７月2１日、２２日に東日
本大震災で被害を受けた福島県、宮城県に行き
ました。
今回の研修で1番印象に残ったのは福島第一原
発の警戒区域内の悲惨な姿を見たことです。そこ
は更地ではなく半壊したままの家が残されてお
り、被災当時のままの荒廃した状況が広がってい
ました。

M くん活動レポート

警戒区域とは福島第一原発から半径20km範囲のことです。この広さは、専大附属を中心に
すると新宿や渋谷、川崎を含む東京の東側を囲うくらいの広さです。これだけ広い土地があ
んな状態のままになっている現状を知り、ゾッとしました。

私は訪れたことで初めて現状を知ることがで
き、同じ日本人として知るべきことだと思いま
した。私たちと同世代の人たちは地元を離れ
厳しい日々を過ごしています。これを読んで
いる皆さんにはこれをただ読むだけではな
く、何か感じてほしいと思います。そして、ぜ
ひ被災地に行き、自分の目で現状を見てほし
いと思います。

ホストファミリーはとても親切
で、「何かあればすぐに言って
ね」と優しく接してくれるので、
カナダの生活をとても楽しんで
います。８月末からはブラジルからの留学生とも友達になり、
英語力が確実に伸びてきていると先生方からもほめられることが
増えました。高校では音楽についての２つのクラブ（『music 
band club』と『choir club（聖歌隊）』）に入っており、毎日が充実し
ています。帰国まであともう少し、最後まで全力で頑張ります！

O さん

福島第一原発の警戒区域で半壊したままの建物。
その凄惨な光景に、改めて震災の恐ろしさを感じました。

福島第一原発の警戒区域は「半径20km」。
本校を中心に当てはめてみるとその広さに驚きます。

今回お世話になった農家民宿「いちばん星」にて。

被災地研修 in 福島・宮城被災地研修 in 福島・宮城

Hop!Hop! Step!Step!
Jump!

国際交流国際交流生徒会生徒会

熙政堂にて

現地小学校にて


